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１ 広報瑞穂第 129 号 

１ 

令
和
４
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
２
名
の
方
が
受
章
さ
れ
た
。 

旭
日
双
光
章
・
土
地
改
良
事
業
功
労
を
及
川
正
和
さ
ん
（
十
文
字
）、
瑞
宝
単
光
章
消

防
功
労
を
佐
々
木
徳
充
さ
ん
（
佐
野
）。 

２ 

佐
倉
河
地
区
内
の
公
的
機
関
の
職
員
移
動
が
あ
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
「
セ
ン
タ

ー
長
」
「
事
務
長
」
が
交
代
し
た
。 

３ 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
間
中
止
に
な
っ
て
い
た
佐
倉
河
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
。
展
示
会
の
み
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
地
区
民
が
来
場
し
た
。 

４ 

令
和
４
年
度
、
長
年
の
福
祉
活
動
が
認
め
ら
れ
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
た
。 

 
 

日
本
赤
十
字
社
表
彰
で
は
伊
藤
滿
朗
さ
ん
（
谷
地
）、
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
で
高
橋
ト
ミ
子
さ
ん
（
松
堂
）、
共
同
募
金
運
動
功
労
者

で
髙
橋
安
司
さ
ん
（
上
幅
）、
朝
倉
義
勝
さ
ん
（
佐
野
）、
奥
州
市
社
会
福
祉
大
会
会

長
褒
章
で
髙
橋
美
代
さ
ん
（
上
幅
）。 

５ 

令
和
４
年
度
奥
州
市
公
衆
衛
生
活
動
功
労
者
表
彰
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
た
。 

 
 

奥
州
市
長
感
謝
状
で
髙
橋
安
司
さ
ん
（
上
幅
）
奥
州
市
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
長
表

彰
で
及
川
政
喜
さ
ん
（
宮
田
）、
岩
手
県
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
胆
江
支
部
長
表
彰
で

青
木
哲
夫
さ
ん
（
十
文
字
）。 

６ 

岩
手
県
民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
65
歳
以
上
の
部
で
、
奥
州
市
代
表
の
佐

倉
河
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
東
北
大
会
に
出
場
し
た
。 

７ 

総
合
型
佐
倉
河
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
立
20
周
年
を
記
念
し
て
、
奥
州
衣
川
青
凜
会
を

招
き
歴
史
講
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

８ 

令
和
４
年
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
続
い
た
た
め
、
新
年
交
賀
会
・
歓
送
迎
会
、
運

動
会
、
敬
老
会
等
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
。 

９ 

佐
倉
河
地
区
行
政
区
長
連
絡
協
議
会
は
、
佐
倉
河
小
学
校
に
非
接
触
型
検
温
計
・
消

毒
液
を
寄
贈
し
た
。 

10 

栃
の
木
自
治
会
は
、
９
月
に
岩
手
県
よ
り
「
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
選
団
体
」
と

し
て
の
認
定
を
受
け
た
。 

              

 令和４年は佐倉河地区でこんなことがありました

 

 

 

 

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
私
た
ち
の
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
の
佐
倉
河
の
出
来
事
10
項
目
を
行
政
区
長
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

12月７日、地区センターを利用している定期利用団体の皆さんに１年の

大掃除をしていただきました。お陰様で綺麗な地区センターで年末年始を

迎えられます。大変ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

す
。
豊
臣
秀
吉
天
下
統
一
の
奥
羽
再
仕
置
に

よ
っ
て
、
日
本
中
世
終
焉
の
場
と
な
り
ま
し

た
。 

 

参
加
者
は
当
時
に
思
い
を
は
せ
、
感
慨
深

げ
に
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

天
気
は
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
古
城
関
連
施
設
を
見
学
し
無
事
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

見
宮
城

民
生
児
童
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い 

12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
委
嘱
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

民
生
児
童
委
員
は
、
個
人
の
情
報
を 

守
り
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り 

ま
で
幅
広
く
関
わ
り
、
社
会
支
援
が
必 

要
な
人
た
ち
の
相
談
、
援
助
活
動
を
行 

っ
て
い
ま
す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、
お 

近
く
の
民
生
児
童
委
員
の
方
に
お
話
し 

く
だ
さ
い
。 

 

任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た
方
、
大
変 

ご
苦
労
様
で
し
た 

 

佐
倉
河
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
11
月
16
日
参
加
者

20
名
で
二
戸
市
の
九
戸
城
跡
歴
史
関

連
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
「
二
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
」
を
職
員
の
高
瀬
さ
ん
の
案

内
で
見
学
。
九
戸
城
跡
を
中
心
に
、
ブ

ー
ス
を
分
け
て
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
を
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。 

 
参
加
者
か
ら
は
「
時
代
の
流
れ
が

良
く
わ
か
る
」
と
好
評
で
し
た
。 

 

次
に
見
学
し
た
「
九
戸
城
跡
」
は
、

国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

馬
淵
川
と
支
流
白
鳥
川
・
猫
淵
川
を

外
堀
と
し
、
そ
の
河
岸
段
丘
に
築
城

さ
れ
た
天
然
の
要
害
だ
っ
た
よ
う
で 

 

九
戸
城
跡
歴
史
関
連
施
設
の
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た 
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詳しく説明していただき納得！！ 

新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

民
生
児
童
委
員
・主
任
児
童
委
員
が
委
嘱 

行政区 氏  名 再・新 行政区 氏  名 再・新 

栃の木 石川富士子（会 長） 再 十文字 菊地 正敏 新 

上 幅 高橋 充枝 再 松 堂 佐藤  聡 新 

一本木 千葉 郁夫 再 松 堂 梅田としみ 新 

八 幡 菊地 若子 再 宮 田 荒井 敏雄 新 

谷 地 阿部 正子 新 仙 人 瀧澤由美子 新 

佐 野 菊地 栄雄 再    

主任児童委員 小野寺美千江（一本木）再   髙橋 悦子（八幡）再 

 

ボランティアガイド事務所の前で記念写真を撮りました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     

 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 
   

      
                   
                   

                

  

佐倉河地区健康協力員研修会開催  11月 28日佐倉河地区健康協力員の研修会を行いました。

奥州市健康子ども部健康増進課保健師初貝沙紀さんを講師

にお招きし「心の健康を保つために」と題しまして①「ここ

ろの健康とは」②「睡眠について」③「セルフケア、６つの

ヒント」④「ゲートキーパーとは」の４テーマを学びまし

た。④の「ゲートキーパー」については聞きなれないかもし

れませんが、家庭や地域、職場・学校など様々な場面で「悩

んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援に

つなげ、見守る人のこと」で今の世の中では非常に大事な

ことのようです。皆さんも気に留めてみてください。 

 

佐倉河地区防犯協会では、12 月９日にマル

イチ水沢店店頭で買い物客に防犯ティッシュ

を配り、年末年始に向け安心・安全に過ごせる

ようにと防犯の呼びかけをしました。 

11
月
27
日
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
健

康
ス
ポ
ー
ツ
部
会
主
催
、
佐
倉
河
地
区
振

興
会
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
共
催
で

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

各
行
政
区
か
ら
２
名
と
健
康
ス
ポ
ー

ツ
部
会
員
に
参
加
呼
び
か
け
を
行
い
、
25

名
の
参
加
者
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

 

及
川
政
喜
部
会
長
か
ら
ル
ー
ル
説
明

の
後
、
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
行
政
区
対
抗
、

２
ゲ
ー
ム
目
は
得
点
の
近
い
人
同
士
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
の
個
人
戦
と
な
り
ま 

し
た
。 

 

細
長
い
杖
（
キ
ュ
ー
）
で
一
人

４
枚
の
円
盤
（
デ
ィ
ス
ク
）
で
８

フ
レ
ー
ム
の
合
計
得
点
を
競
い

ま
す
。
体
で
ゲ
ー
ム
を
学
び
、
頭

で
得
点
計
算
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
つ
い
つ
い
熱
が
入
り
ま
し

た
。 

 

現
在
世
界
で
の
競
技
人
口
は

１
千
２
百
万
人
と
も
い
わ
れ
て

い
る
競
技
種
目
で
あ
り
、
今
年

は
行
政
区
内
で
交
流
会
を
開
催

し
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
区
セ
ン
タ
ー
に
６
セ
ッ
ト

あ
り
「
無
料
貸
出
し
」
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

及川部会長からルール説明でスタート！ 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
教
室
開
催 

３ 広報瑞穂第 129 号 

 

なかなか難しく、狙った所に行かないヨ～ 

11 月 20 日佐倉河地区民バドミントン大会が

佐倉河地区センター体育館で開催されました。 

成績は下記のとおりとなります。 

優勝：宮田  準優勝：松堂 第３位：一本木 

優
勝
し
た
宮
田
チ
ー
ム 

さ
あ 

元
気
に
出
発
！ 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日（曜日） 行  事  内  容 

４日（水） 地区センター仕事始め   

６日（金） 定例民協（地区センター）13：30～ 

７日（土） 令和５年佐倉河地区新年交賀会（水沢グランドホテル）14：00～ 

19日（木） 福祉懇談会（地区センター）13：30～ 

26日（木） 定例区長会（地区センター）16：00～ 

31日（火） 振興会三役会議（地区センター）14：00～ 

※12月 29日（木）～１月３日（火）は年末年始休館になります 

行政区 世帯数 男 女 合計 前月比 

栃の木 94 142 146 288 0 

上 幅 103 130 126 256 △5 

一本木 150 202 211 413 △2 

八 幡 157 201 199 400 △1 

谷 地 155 198 210 408 △1 

佐 野 108 126 155 281 △1 

十文字 156 187 191 378 0 

松 堂 488 538 565 1,103 △7 

宮 田 386 505 545 1,050 1 

仙 人 250 260 285 545 △2 

合 計 2,047 2,489 2,633 5,122 △18 

 1 月の行事予定 
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     ４ 

令
和
４
年
も
、
あ
と
わ
ず
か
で
過
ぎ
去
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
地
区
セ
ン
タ
ー
職
員
個
々
に
一
年

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

地
区
セ
ン
タ
ー
長
に
な
り
早
い
も
の
で
９
ヶ

月
経
過
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
来
年
こ
そ
普
通
の
生
活
が
で
き
る
こ
と

を
強
く
願
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
長
（
菅
原
和
康
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

事
務
長
の
仕
事
が
良
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
感
謝
！ 

と
に
か
く
頑
張
る
し
か

な
い
。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

事 

務 

長
（
千
田
洋
二
） 

 

３
年
ぶ
り
の
佐
倉
河
ま
つ
り
に
初
め
て
「
書
」

を
出
展
し
ま
し
た
。
次
回
は
も
っ
と
上
手
に
書
き

た
い
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
活
動
員
（
佐
藤
晃
代
） 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
研
修
を
受
け
、
便
利
で
楽

し
い
こ
と
を
実
感
。
心
配
な
く
情
報
端
末
を
使
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
活
動
員
（
本
明
幸
恵
） 

 

３
年
ぶ
り
で
体
育
協
会
行
事
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
昔
の
頭
と
今
の
体
で
チ
グ
ハ
グ
な
動
き
。

や
は
り
何
事
も
「
継
続
」
が
大
事
で
す
ね
。 

地
域
活
動
員
（
今
野
善
基
） 

 

佐倉河地区の世帯と人口   （令和４年 11 月 30 日現在）

◆年末年始のごみ・リサイクルについて 

下記の日程は収集を行いませんので 

お間違えのないようお願いします。 

 

 

 

 

【ご   み】 

12月 31日（土） ～ １月３日（火） 

【リサイクル】 

 日曜リサイクル      １月 1日（日） 

 平日リサイクル   １月 2日（月） 

  

 

             

【
編 

 

集 
 

後 
 

記
】 

  

                   

毎年行われていた佐倉河地区子ども会凧あげ大会 

は、新型コロナ感染拡大予防により中止となります。 




